
医師は増加しているのに、
何故医師不足なのか

宮崎県医師会広報委員会委員長 荒木 康彦



１．はじめに

宮崎県を含め、各地の地域医療は医師不足のために崩壊の危機にあ
ります。しかし、医師の絶対数は増加しているのに何故医師不足が問題
になっているのでしょうか。広報委員会では、各種統計資料と独自の調
査から県内の医師不足問題について分析を行いました。



２．宮崎県内の医師数の推移について

まず65歳以上の人口増について、平成８年以降の全国のデータによる
と、全年齢では緩やかに増加しているのに対し、65歳以上の増加率が高

くなっています（図１）。これを宮崎県内に限ると、全年齢人口はすでに減
少に転じていますが６５歳以上人口は、この10年で1.4倍に増加していま
す（図２）。75歳以上でも同様で、県内の高齢化は急速に進んでいます。

この傾向は今後も続くとみられ、今年３月発表の宮崎県医療計画（案）
では、現在25％弱の老年人口比率が平成27年には30％に迫るものとみ
られています（図３）。ここで県内の年齢別患者数をみると65～84歳で多
くなっています（図４）。

これらの資料から県内では高齢者人口が急速に増えていること、およ
び高齢者は疾病の罹患率が高いことの２点が具体的に示されました。

以上より、県内の総人口は減少していても、患者数は増加している可能
性が示唆されます。



資料：総務省人口推計より

図１



資料：総務省人口推計より

図２



資料：宮崎県医療計画（案）平成２０年３月

図３



資料：宮崎県医療計画（案）平成２０年３月

図４



実際、宮崎市夜間急病センターの患者数は、この10年で年間１万８千
人から２万４千人に1.3倍増加しました（図５）。

また県内の救急搬送数も同じ期間に２万３千件から３万３千件へ1.4倍
増加しました（図６）。これらは老年人口の増加率とほぼ同じです。

このことから、県内では老年人口の増加とパラレルに、患者数が増加し
ていると考えられます。



資料：宮崎市郡医師会より

図５



資料：宮崎県危機管理局より

図６



患者数の増加にあわせ、医師数も1.4倍に増加していれば医療水準お

よび医師の労働環境は一定に保たれることになりますが、全国医師数
は10年間に1.15倍、県内医師数は1.14倍の増加に留まっています（図
７）。
患者数の増加に医師数が追い付いていない状況が推察できます。

さらに県内医師数の推移を年齢階級別にみると、平成１２年以降、総
数は微増ですが、30歳未満の医師数は216人から148人へ31％減少、
30代が12％減少、40代もすでに頭打ちです（図８、９）。
医師の高齢化もまた確実に進行しています。

まとめますと、県内では老年人口の増加に伴い患者数が急増している
ものの、医師数はそれに見合うほど増えておらず、相対的な医師不足
に陥っていること。および医師も若い年代ほど減少が顕著で、医師の高
齢化が進んでいることがわかりました。



資料：厚労省 医師・歯科医師・薬剤師調査より

図７



資料：宮崎県医療計画（案）平成２０年３月

図８



資料：厚労省 医師・歯科医師・薬剤師調査より

図９



３．宮崎大学医学部卒業生の動向について

宮崎大学医学部は宮崎医科大学として昭和49年に設置され、平成19
年の第28期生までに2,677名が卒業しました。入学者に占める女性の
割合は徐々に増加し平成９年以降４割前後で推移しています（図10）。

また宮崎県出身の入学者は、共通一次試験の頃に40名以上を占め
ていましたが、平成のユニーク入試の時代に激減し10名未満になりまし
た。その後も10名前後でしたが、平成18年に推薦制度が始まると30名
前後となっています（図11）。
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新卒の医師が修練を積む場としての研修制度は昭和21年のイン
ターン制度に始まり、昭和43年以降の臨床研修制度を経て、平成16
年より新医師臨床研修制度として必修化されました。

制度変更の背景には従来の臨床研修制度が単一診療科によるス
トレート方式が主で、スーパーローテイトが少なかったこと、内容が
専門領域に偏りがちで、評価も処遇も十分ではなかったことがあげ
られています。

新医師臨床研修制度はアルバイトせずにプライマリ・ケアの基本的
診療能力を修得出来る制度として構築されました。



平成16年度以降に宮崎大学で１年次研修を受けた研修医数の
推移を表１、２に示します（図12）。平成16年度に36名、その後は
毎年25名前後で、宮崎大学卒業生が65～80％を占めていまし
た。

新医師臨床研修制度の下、既に２年間の初期研修を終了した
第１期生と第２期生の進路を表３に示します（図13）。第１期生36
名中、その後も宮崎大学附属病院で研修を続けたのは30名
（83％）、県外に進路を求めた研修医は２名（６％）でした。また第
２期生26名中、宮崎大学に進んだのは16名（62％）、県外が８名
（31％）でした。

第１期生、第２期生の診療科別進路状況は表４に示しています
（図14）。



H16 H17 H18 H19

男性 23 16 15 17

女性 13 10 8 10

計 36 26 23 27

表１．宮崎大学１年次研修医数（男女の内訳）

H16年度 H17年度 H18年度 H19年度

全研修医数 36 26 23 27

〔出身地〕

宮崎県 17 4 9 12

九州（宮崎外） 15 9 7 7

九州外 4 13 7 8

〔出身大学〕

宮崎大学 23 20 18 19

他大学 13 6 5 8

表２．宮崎大学研修医の出身地の内訳

資料：宮崎大学医学部卒後臨床研修センター提供

図１２



第１期生 第２期生

宮崎大学 30 16

大学外（県内） 4 2

大学外（県外） 2 8

計 36 26

表３．宮崎大学研修修了１期生、２期生の進路先

資料：宮崎大学医学部卒後臨床研修センター提供

図１３



資料：宮崎大学医学部卒後臨床研修センター提供

表４．宮崎大学研修修了の進路データ
第１期生（H18年3月卒）、第２期生（H19年3月卒）

（進路先は宮崎大学内、大学外全てを含む）

診療科 女性 男性 合計

内科 8 8 16
外科 3 7 10

小児科 3 2 5

産婦人科 1 2 3
精神科 2 6 8

救急部 0 1 1
整形外科 1 5 6

皮膚科 1 0 1

泌尿器科 0 1 1
脳神経外科 0 2 2

麻酔科 3 2 5

病理部 1 2 3
形成外科 0 1 1

図１４



最後に宮崎大学医学部の医局員数の推移について、調査に御協
力下さった９診療科の平成８年以降のデータを図15に示します。

医局員が増加したのは１診療科のみで、しかも微増に留まってい
ます。その他の診療科は不変または減少しており、20名以上減少し
た診療科も２つありました。
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４．宮崎の医療を考える会（報道機関との勉強会）

広報委員会では、県内の報道関係者に集まっていただき、平成20
年３月17日に第２回宮崎の医療を考える会を開催しました。この会

は次第に厳しさをます医療情勢をふまえ、マスコミの方々と医療を
取り巻く諸問題について率直に語り合うことを目的に昨年より始め
たものです。本資料は、その際に使用したものです。

当日は、筆者が県内の医師数の状況について説明し、続いて荒
木早苗広報委員（現広報担当理事）が宮崎大学医学部の卒業生の
状況を説明しました。今回のプレゼンテーションは報道機関の方々
に、ある程度のインパクトがあったようです。後日、幾つかの新聞紙
上でとりあげられました。また取材を受ける機会が以前より増えてい
ます。県内医療の現状をひろく県民の皆様にお伝えできるよう、今
後も努めたいと思います。


